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規制対象物質を測定する方法
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労働者の安全を守るために必要な装備

○機器分析法（GCなど）・・・・約500種類

○校正された検知器などによる方法
・・・・約200種類



今後、対象となるガス種は増加
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しかし、校正に必要な標準ガスは多くはない
例）特定標準ガス（CERI）：34種類

NMIJ 平成23年度講演会資料，及びSERI HPより抜粋

検知器の校正には標準ガス以外にも
多くの校正用ガスが必要

○新たな規制対象は640物質、毎年追加予定
○個人曝露用の検知器が必要
○現在220種類程度が測定可能



実用標準（校正）ガスの調整法
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Static Method ・・・・質量比混合法（高圧ガスボンベ）

（静的調製法） 真空びん
サンプリングバッグ

Dynamic Method・・流量比混合法
（動的調製法） パーミエータ法など



静的発生法（高圧ガスボンベの場合）

○ガスの種類（VOCsで30種類程度）

○長期保存時の精度 （JCSSは値付け時保証）

○価格と保管スペースの問題

○調製時の吸着損失や経時変動の問題

メーカでは動的発生法も多く活用している

ガス調製時の懸念材料



利点：発生可能なガス種の多さ
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有機溶剤・・・トルエン，ホルムアルデヒド
無機ガス・・・アンモニア，硫化水素，フッ化水素など

物質名 P-チューブ
ガス調製範囲

（ppm）

硫化水素 P-4 0.1～13.6

アンモニア
P-3 0.2～17.9

P-3-M 0.3～40.8
ホルムアルデヒド P-91-H-5 0.0049～0.24
エチレンオキシド P-163-H 0.5～23

多くの有機溶剤，無機ガスの発生が可能







発生ガスの精度を高めるために
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③ 秤量精度
P-tube及びD-tubeを秤量する場合、0.01mｇの分
解能を有した校正された秤量器を用いる。

④ 秤量間隔
自社で値付けを行う場合
秤量間隔は減量速度により異なる。
電子天秤の持つ不確かさを相対的に小さくするた
めに、数mｇ以上減量する秤量間隔で秤量する。





安全対策
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• SDS（安全データシート）を確認

• 有害な物質を使用する際にはドラフト内作業

• 経皮吸収を軽視しない。

保護手袋は材質だけでなく肉厚も考慮

• 作業者への定期的な教育訓練を実施



おわりに
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実験、サンプリング条件の設定を綿密に

試薬や各計測器を国家標準にトレーサブルに

機器分析との定期的なクロスチェック

経験豊富なスタッフを起用，事前実習を行う

精度よく（不確かさを小さく）ガス調製のために

○

○

○

○

保管スペースや経済性も考慮○


